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桜川市は、モン
ゴル国とブルガ
リア共和国のホ
ストタウンです。
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

ま
で
４
か
月
と
な
り
、
本
市
で
は

モ
ン
ゴ
ル
国
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和

国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
両

国
と
の
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
多た

だ田
尚な

お
か
つ克

さ
ん
が

モ
ン
ゴ
ル
国
ラ
イ
フ
ル
射
撃
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
コ
ー
チ
を
務
め

て
い
た
こ
と
が
縁
で
、
同
国
射
撃

選
手
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
が
市
内
で

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
５
月
に
茨
城
県
モ
ン
ゴ
ル
親
善

協
会
主
催
で
、
伝
統
音
楽
の
国
際

馬
頭
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
が
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
記
念

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
在
住
で
彫
刻
家
の
浅あ

さ
が賀

正ま
さ
じ治

さ
ん
が
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和

国
の
彫
刻
家
と
交
流
を
続
け
て
き

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
同
国
と

の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
交
流

事
業
と
し
て
、
同
国
出
身
講
師
に

よ
る
文
化
講
座
や
料
理
教
室
、
友

好
交
流
都
市
シ
リ
ス
ト
ラ
市
と
の

相
互
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
参
加
国
・
地
域
の
人
々
と
、
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
を
通
じ
て
交

流
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
な

ど
を
目
指
す
自
治
体
が
、
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

事
前
キ
ャ
ン
プ
で
来
日
し
た
選

手
と
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
文
化

を
知
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
、

相
手
国
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

　

相
撲
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
モ

ン
ゴ
ル
国
で
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
で
は
、
過
去
に
柔
道
・
レ

ス
リ
ン
グ
・
ボ
ク
シ
ン
グ
・
射
撃

に
お
い
て
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
は
、
レ
ス

リ
ン
グ
、
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
、
射
撃
、
新
体
操
な
ど
の
強
豪

国
で
す
。
特
に
レ
ス
リ
ン
グ
に
お

い
て
は
、
過
去
に
多
く
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

体
操
チ
ー
ム
は
、「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

ガ
ー
ル
ズ
」
と
呼
ば
れ
、
華
麗
な

演
技
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー
モ
ン
ゴ
ル
国
の
注
目
競
技
ー

ー
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
の

�

注
目
競
技
ー

ブルガリア料理に挑戦

市内で開催された
モンゴル伝統音楽のコンサート

ブルガリア共和国シリストラ市訪問団に
空手を披露した子どもたち

小
河
原�

武
さ
ん
が

民
間
自
治
功
労
者
表
彰
を

�

受
賞民間自治功労者表彰を受賞した小河原さん

（中央）と大井川知事（右）と大塚市長（左）

　

２
月
12
日
に
、
茨
城
県
市
町
村

会
館
（
水
戸
市
）
で
茨
城
県
市
長

会
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
小お

が
わ
ら

河
原
武た

け
しさ

ん
（
真
壁
町
下

小
幡
地
区
）
が
民
間
自
治
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
河
原
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
か

ら
平
成
18
年
ま
で
旧
真
壁
町
・
桜

川
市
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
桜

川
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
や
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
評
議
員
な
ど
を
歴
任
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
こ
の
度
は
、
名
誉

あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に
光
栄

で
す
。
こ
れ
も
、
地
区
住
民
や
関

係
者
の
皆
様
の
ご
指
導
の
賜

た
ま
も
のだ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
受
賞
の
喜

び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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